
●空き家の改修・活用

写真

三重県尾鷲市地域おこし協力隊

【名 前】山田 大介
【出身地 】静岡県熱海市
【活動期間】令和7年6月から
【前 職】学生
【活動ミッション】
①大学と連携した観光防災まちづくり
②地域資源や空き家等を活用したイベントの企画・実施

活動内容の紹介 協力隊に応募したきっかけ

連絡先
活動の様子を発信しているＳＮＳ、ブログなど

抱負・任期後の目標

●防災観光ツアーの実施

●交流拠点「ともりば」の運営

学生や地域の方々と協力
しながら三木里地区の空
き家を改修し、交流施設
や災害時のみなし仮設住
宅として活用できる環境
整備を進めています。ま
た、空き家の活用を通じ
て地域活性化や事前復興
につながる取り組みを
行っています。

三木里地区の地域資源と
防災を組み合わせた防災
観光ツアーを企画・運営
しています。まち歩きや
逃げ地図ワークショップ、
地域体験などを通して、
防災を身近に学びながら
地域の魅力を知ってもら
うことで、関係人口の創
出や事前復興につながる
取り組みを進めています。

地域の交流拠点「ともり
ば」の運営・活用を行い、
地域住民や来訪者の交流
の場として親しまれる環
境づくりを進めています。
また、平時は地域活動の
拠点として、災害時には
みなし仮設住宅として活
用できる体制づくりに取
り組んでいます。

尾鷲市を知ったきっかけは、3年前に愛知工業大学で益
尾先生の研究室に所属し、「三木里地区における事前
復興まちづくり」の活動に参加したことでした。学生
として初めて三木里を訪れ、地域の方々と関わる中で、
地域おこし協力隊という制度を知りました。防災や空
き家といった地域課題に触れ、自分も地域の力になり
たいという思いが強くなり、地域おこし協力隊に応募
しました。

地域の皆さんと協力しながら、事前復興まちづくりの推
進や防災観光ツアーの実施、空き家改修に取り組み、防
災と地域活性化の両面から三木里の持続可能なまちづく
りに貢献していきたいです。任期後は大工として技術を
磨き、地域の古民家や空き家を自ら改修・再生できる人
材となり、地域の暮らしや文化を未来へつなぐまちづく
りに携わっていきたいです。

【Instagram】
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